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(1) 第415号 2025年９月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

9月の主な活動
	 4日	 第5回政策委員会

	 6日	 第4回地協代表者会議

	 8日	 北陸ブロック
	 	      地協活動推進会議

	16日	 下半期会計監査

	 	 県議会議員懇談会

	 	 第6回青年委員会

	18日	 第11回四役会議

	 	 第3回組織対策委員会

	20日	 青年委員会・女性委員会
	 	 � 合同研修会

	26日	 第11回執行委員会

	30日	 北陸ブロック
	 	      青年代表者会議

◎2025年度労働条件実態調査
◎2026地域ミニマム賃金実態調査

☆提出期限：9月30日（火）必着

ご協力を
お願いします！

調査実施中

や
っ
て
み
な
け
れ
ば

              

始
ま
ら
な
い

　�

　 

組
織
拡
大
研
修
会
を
開
催 

　

　

８
月
25
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
連
合
新
潟
組
織

対
策
委
員
会
主
催
の
「
組
織
拡

大
研
修
会
（
実
践
準
備
編
）」

を
開
き
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、

組
織
対
策
委
員
を
は
じ
め
構
成

組
織
や
加
盟
組
合
の
組
織
拡

大
・
強
化
担
当
者
ら
33
人
が
参

加
し
、
講
師
に
連
合
・
松
永
中

央
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
招
い
て

組
織
拡
大
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
講

義
で
は
、
今
年

度
終
わ
り
が
中

間
地
点
と
な
る

「
連
合
組
織
拡

大
プ
ラ
ン
２
０

３
０
」
の
進
捗

と
プ
ラ
ン
の
後

半
（
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
）
の
方
向
性

に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
ほ
か
、

組
織
拡
大
に
つ

い
て
成
功
事
例

を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
実
践
準
備
編
の

名
前
の
と
お
り
、
未
組
織
企
業

の
組
織
化
や
既
存
組
織
内
の
加

入
拡
大
に
つ
な
が
る
場
面
を
想

定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
参
加
者

た
ち
は
実
践
に
む
け
た
具
体
的

な
行
動
を
体
験
し
な
が
ら
、
考

え
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
を
通
じ
て
視
野
が
広
が
っ

た
」
や
「
労
働
組
合
を
理
解
し

て
も
ら
う
に
は
、
熱
い
想
い
と
、

職
場
の
課
題
や
困
り
ご
と
を
一

緒
に
解
決
す
る
行
動
が
必
要
と

感
じ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

新潟県の最低賃金は10月２日から

65円引き上げられ1050円 になります
目
安
に
２
円
上
乗
せ
で

答
申
さ
れ
る

　

８
月
６
日
、
新
潟
労
働
局
の

諮
問
機
関
で
あ
る
新
潟
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
２
０
２
５

年
度
の
新
潟
県
最
低
賃
金
に
つ

い
て
、
65
円
引
き
上
げ
て
、
時

給
１
０
５
０
円
と
す
る
こ
と
を

答
申
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
異
議
申
出
審
議
に

お
い
て
、
労
働
者
・
使
用
者
代

表
委
員
と
も
に
「
再
審
議
の
必

要
な
し
」
と
し
、
10
月
２
日
か

ら
新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
１
０

５
０
円
と
な
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

審
議
の
経
過

　

今
年
度
の
新
潟
県
の
最
低
賃

金
の
審
議
は
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
で
の
目
安
審
議
が
、
44

年
ぶ
り
に
７
回
目
の
審
議
に
も

つ
れ
込
む
な
ど
、
例
年
以
上
に
注

目
を
集
め
る
中
す
す
み
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
示
さ
れ
た
目
安

額
を
参
考
に
し
つ
つ
、
公
益
委

員
、
労
働
者
代
表
委
員
、
使
用

者
代
表
委
員
で
構
成
さ
れ
る
審

議
会
で
、
最
低
賃
金
法
第
９
条

の
２
「
地
域
別
最
低
賃
金
は
、

地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計

費
お
よ
び
賃
金
な
ら
び
に
通
常

の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力
を

考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
３
要
素
）。」
に
則
り
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
な
が

ら
議
論
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
者
側
が
、
①
最
低
賃
金

は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
水
準
で
あ

る
こ
と
、
②
最
低
賃
金
の
地
域

間
額
差
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と

の
２
点
を
柱
に
96
円
の
引
き
上

げ
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
使

用
者
側
は
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、

原
材
料
価
格
等
の
高
騰
や
価
格

転
嫁
が
す
す
ま
ず
県
内
企
業
に

余
力
が
な
い
と
し
て
、
40
円
の

引
き
上
げ
が
適
当
と
主
張
し
ま

し
た
。

　

以
降
の
審
議
で
、
労
使
双
方

歩
み
寄
り
の
考
え
は
示
し
た
も

の
の
、
金
額
の
一
致
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
益
委

員
よ
り
「
県
内
労
働
者
の
生
計

費
、
賃
金
お
よ
び
通
常
の
事
業

の
賃
金
支
払
い
能
力
（
３
要

素
）
を
ふ
ま
え
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
提
示
の
あ
っ
た

目
安
お
よ
び
労
使
双
方
の
意
見

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
地
域
の

経
済
・
雇
用
の
実
態
を
見
極
め

た
結
果
、
65
円
引
き
上
げ
、
改

定
額
を
１
０
５
０
円
と
す
る
。」

と
の
公
益
見
解
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
者
代
表
委
員
と
し
て
は
、

金
額
に
満
足
は
し
な
い
も
の
の
、

来
年
以
降
の
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
金
額
で
あ
る
と
受
け
止
め
、

目
安
に
２
円
上
乗
せ
と
し
た
公

益
の
判
断
を
尊
重
し
、
採
決
で

は
賛
成
（
公
益・
労
働
者
側
賛
成
、

使
用
者
側
反
対
）
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
最
低

賃
金
の
審
議
を
終
え
、
今
年
度

の
全
国
加
重
平
均
は
１
１
２
１

円
と
な
り
、
新
潟
県
と
全
国
平

均
の
額
差
は
71
円
と
な
り
ま
す
。

全
国
平
均
や
都
市
部
、
近
隣
県

と
の
額
差
は
引
き
続
き
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
最
低
賃
金
の
継

続
的
な
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

最
低
賃
金
の
履
行
確
保
へ

向
け
て

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

２
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

あ
わ
せ
、
各
地
域
協
議
会
の
協

力
の
も
と
、
9
月
18
日
か
ら
10

月
19
日
ま
で
の
１
ヵ
月
間
、
新

潟
県
内
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
履
行
確
保
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

各
加
盟
組
合
に
お
い
て
も
、
企

業
内
最
低
賃
金
の
差
異
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
春
季
生
活

闘
争
で
は
、
次
年
度
以
降
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
を
勘
案
し
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
方
針
策
定
に
お
い
て
は
、

十
分
な
組
織
内
討
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

　

新
潟
県
に
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
新
潟
県
最

低
賃
金
の
他
に
、
①
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
等
製
造
業
、
②

各
種
商
品
小
売
業
、
③

自
動
車
（
新
車
）・
部

品
小
売
業
の
３
つ
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
あ
り
ま
す
。
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
当
該
産
業
の
基
幹

的
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
今
年

度
も
金
額
改
定
へ
む
け

て
申
出
を
行
い
ま
し
た
。

自
動
車
（
新
車
）・
部

品
小
売
業
は
金
額
改
定

の
「
必
要
性
あ
り
」
と

さ
れ
た
も
の
の
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
等
製

造
業
な
ら
び
に
各
種
商

品
小
売
業
は
、
残
念
な

が
ら
金
額
改
定
の
「
必
要
性
な

し
」
と
な
り
ま
し
た
。
産
業
の

価
値
や
魅
力
を
高
め
る
観
点
か

ら
も
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
の
継
続
的
な
引
き
上
げ
も

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議

経
過
は
、
新
潟
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
議
事
録
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち

ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大会公式ページ

第35回勤労者駅伝大会
参加チーム募集開始�

と　き  2025年11月３日（月・祝）
ところ  デンカビッグスワンスタジアム
種　目  18.4km　６人リレー

http://www.jtuc-rengo.jp/
niigata/ekiden/

＊申込締切 2025年10月16日（木）

公  示
連合新潟

第35回定期大会
連合新潟規約第16条に基づき、
第35回定期大会を下記のとお
り開催します。
◇日時　2025年10月30日（木）
� 10：30～16：30
◇会場　新潟市・
　　　　新潟東映ホテル１階
� 「白鳥の間」
◇付議事項
・�2025年度活動報告
・�2025年度財政報告ならびに
会計監査報告
・�2026～2027年度運動方針に
関する件
・�2026年度財政に関する件
・�連合新潟規約・規則・規程
の変更について
・�2026～2025年度役員選出に
関する件
・�退任役員の表彰に関する件
・�顧問の委嘱に関する件
・�その他
　※�付議事項については、追加

される場合があります。

各
々
が
組
織
拡
大
に
活
か
す
ス

キ
ル
を
磨
く
機
会
と
な
り
ま
し

た
。



13×8cm

新潟推進本部
(新潟県総合⽣活協同組合)

公式キャラクター
ピットくん

1525Z005

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

参加者全員で記念写真！

渾身の一杯を求めて、いざドリップ

連合ヒロシマ平和集会（上野学園ホール）

連合平和集会であいさつをする芳野会長

灯篭流しの様子

ハートスクラムかしわざき
イメージキャラクター

2025年９月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第415号

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
黒
川

の
女
た
ち
」

　

戦
時
下
の
満
州

で
黒
川
開
拓
団
の

人
た
ち
の
命
と
引

き
換
え
に
、
ソ
連
軍
に
女
性
達

を
「
接
待
」
と
し
て
差
し
出
し

て
い
た
。
帰
国
後
は
、
彼
女
た

ち
を
汚
い
も
の
者
と
し
て
差
別

し
口
を
ふ
さ
い
で
き
た
村
の

■ ハートスクラムかしわざきの紹介
� ■■■ 柏崎地協発 ■■■

　ハートスクラムかしわざきは自殺予防活動団体
として、ゲートキーパー研修を受講した市内の８
団体（現在は７団体）が集まり、Ｈ26年から活
動しています。立ち上げから12年目を迎えまし
た。『心といのちを守る “道しるべになろう！』
を目標に現在も活動しています。
　地域住民にとって、より身近なゲートキーパー
として活動するとともに、交流会での情報交換、
知識や技術を向上のための研修会開催等を行って
います。また、「こころの健康通信」や「相談窓
口カード」を作成し、ハ
ートスクラムかしわざき
の活動や相談窓口の周知
に取り組んでいます。市
民と行政をつなぐ重要な
パイプ役として、これか
らもハートスクラムかし
わざきの活動をさらに展
開していきます。
【現在の７団体】

一般社団法人 柏崎薬剤師会、新潟県理容生活
衛生同業組合、公益社団法人新潟県柔道整復師
会、ゲートキーパー自主グループ「まめして
ら」、公益社団法人新潟県社会福祉士会柏刈ブ
ロック、新潟県美容業生活衛生同業組合、一般
社団法人 柏崎支部柏崎地区労働者福祉協議会

私の地
まち

域からこんにちは！⑬

人
々
。
彼
女
た
ち
は
怒
り
と
恐

怖
の
中
に
身
を
ひ
そ
め
て
き
た
。

だ
が
、
彼
女
た
ち
は
語
り
は
じ

め
る
。

　

孫
た
ち
世
代
の
反
応
は
明
る

い
。「
こ
の
事
実
を
語
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
。

　

気
持
ち
が
暗
く
な
る
予
想
に

反
し
て
勇
気
を
も
ら
っ
た
。
観

て
よ
か
っ
た
。

�

（
Ｓ
）

女性委員会
第37回総会

◦日時　11月８日（土）
　　　　　13：30
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

青年委員会
第37回総会

◦日時　11月８日（土）
　　　　　14：00
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

生産者の苦労と
食の尊さを学ぶ
新潟県・食と
環境ネットワーク
体験型学習会

連
合
県
央
地
協　
　

渡
　
邉
　
伸
　
明

（
新
潟
県
教
職
員
組
合
県
央
支
部
）

平
和
行
動
in
広
島
に
参
加
し
て

�

８
月
５
日
～
６
日

戦
後
80
年
　
平
和
の
祈
り
を
込
め
て
・
・
・

　

連
合
下
越
地
協
事
務
局
長　
　

小
　
室
　
千
代
子

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
食
料
・
環
境

問
題
、
新
潟
県
及
び
国
内
農
林

水
産
業
の
維
持
・
発
展
、
食
の

安
全
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
課
題
解
決
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
連
合
新
潟
と
コ

ー
プ
デ
リ
に
い
が
た
で
構
成
す

る
団
体
で
す
。
食
と
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
企
画
す
る
体
験
型

学
習
会
で
は
、
牛
の
搾
乳
や
餌

や
り
、
季
節
の
野
菜
収
穫
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
高
温
少
雨
で
あ
っ
た

影
響
も
あ
り
、
野
菜
の
生
育
状

況
が
よ
く
な
い
な
か
で
も
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
枝
豆
な
ど
の

野
菜
を
収
穫
し
、
大
人
も
子
ど

も
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
牛
の
搾
乳
・
餌
や

り
体
験
で
は
、
初
め
は
お
そ
る

お
そ
る
搾
乳
・
餌
や
り
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て

　

８
月
30
日
、
新
潟
市
ア
グ
リ

パ
ー
ク
で
、
今
年
度
１
回
目
の

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
験
型
学
習
会
を
開
催
し
、

構
成
組
織
か
ら
大
人
27
人
、
子

ど
も
23
人
の
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ

　

広
島
平
和
行
動
に
参
加
し
、

資
料
館
の
見
学
や
被
爆
者
か
ら

の
話
を
聞
い
た
体
験
か
ら
、
こ

れ
ま
で
は
「
原
爆
は
恐
ろ
し

い
」
と
い
う
表
面
的
な
理
解
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
五

感
で
深
く
理
解
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
「
広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ

た
こ
と
は
昔
の
こ
と
、
現
代
の

新
潟
で
暮
ら
し
て
い
る
自
分
に

ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る

か
…
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

資
料
館
で
当
時
の
人
々
の
言
葉

を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、

自
然
と
自
分
の
大
切
な
人
と
重

ね
て
考
え
て
し
ま
い
、
胸
が
苦

し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

　

２
０
２
５
年
は
戦
後
80
年
の

節
目
の
年
で
す
。「
し
ば
た
平

和
の
つ
ど
い
」
で
は
祈
念
事
業

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
幕
を
開
け
、
そ
の
後
、
中

学
・
高
校
・
大
学
生
に
よ
る
、

若
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
題
し
た

発
表
会
を
開
催
。
広
島
平
和
祈

念
式
典
に
参
加
し
て
の
感
想
や

自
主
的
平
和
活
動
の
報
告
な
ど
、

し
っ
か
り
と
次
世
代
へ
平
和
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
て
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

苦
し
み
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
表
面
的
で
あ
っ
た

「
こ
の
よ
う
な
惨
劇
を
も
う
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
思
い
が
、
確
固
た

る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
も
な
お
苦
し
む

被
爆
者
や
遺
族
、
被
爆
２
世
や

　

8
月
31
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
は
、
新
潟
市
・
ミ
ラ
ン

リ
バ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
２
０

２
５
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
、
総
勢
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
大
倉
龍
平

氏
（
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｄ
）
を
招
き
、「
慌
た
だ
し

い
毎
日
に
、
コ
ー
ヒ
ー
で
幸
せ

な
時
間
を
。」
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
コ
ー
ヒ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー

に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
種
類
、

焙
煎
方
法
、
抽
出
方
法
な
ど
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
、
幅
広
く

ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
同
じ
豆
で
も
焙

煎
や
抽
出
方
法
で
味
わ
い
が
変

わ
る
コ
ー
ヒ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち

つ
つ
、
満
足
の
で
き
る
一
杯
を

求
め
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
セ
ミ
ナ
ー
は
盛
会
裏
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
に
は
、
眠
気
を
覚

ま
し
集
中
力
を
高
め
る
覚
醒
作

用
や
が
ん
の
予
防
、
脂
肪
燃
焼
、

美
肌
効
果
、
糖
尿
病
リ
ス
ク
の

低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
み
な

さ
ま
も
、
自
ら
の
納
得
の
一
杯

で
優
雅
な
時
間
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

３
世
と
い
っ
た
方
々
の
話
を
聞

い
た
り
、
そ
う
し
た
方
々
と
関

わ
り
合
っ
た
り
す
る
中
で
、

「
必
要
な
犠
牲
」
な
ど
と
い
う

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
被
爆
体

験
家
族
伝
承
者
で
も
あ
る
杉
浦

圭
子
さ
ん
を
講
師
に
、「
ヒ
ロ

シ
マ
を
知
り
、
今
を
生
き
る
」

と
題
し
て
、
被
爆
二
世
と
し
て

の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
内
被
爆
者
は
、
今
年
初
め
て

10
万
人
を
割
り
、
被
爆
者
の
平

均
年
齢
は
86
歳
で
す
。
高
齢
化

が
進
み
、
被
爆
の
実
相
や
核
兵

器
廃
絶
の
取
り
組
み
を
次
世
代

へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
さ
れ
る
中
で
、
杉
浦
さ
ん

の
よ
う
な
存
在
は
大
変
貴
重
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
８
月
17
日
に

「
灯
り
と
音
楽
の
夕
べ
」
の
祈

念
事
業
を
寺
町
で
開
催
。
灯
篭

流
し
と
共
に
、
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
に
よ
り
美
し
い
灯
り
で
彩

ら
れ
ま
し
た
。

も
の
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

ど
ん
な
考
え
で
あ
れ
、
原
爆
投

下
を
肯
定
す
る
の
は
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一

教
員
と
し
て
、
今
後
も
正
し
い

歴
史
認
識
に
基
づ
い
た
学
び
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
も
ち
、
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら

�

交
流
を
は
か
る
！

き
て
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

ピ
ザ
づ
く
り
体
験
を
行
い
、
生

産
者
の
苦
労
や
食
の
尊
さ
を
学

ぶ
大
変
有
意
義
な
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
２
回
目
の
体
験
型
学
習

会
の
企
画
も
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
次
回
も
多
く
の
方
か
ら
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


